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第二部　マルボーリオ

Notes　on　Some　lmportant　Roles　in　Shakespeare’s　Plays

　　　　　　　　　　　　　　Part　H　　Malvolio

荒　井　良　雄

（YOSHIO　ARAI）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）

　シェイクスピアの喜劇「十二夜」は，オーシーノー，オリビア，バイオラに

セバスチャソが加わった“Love”を主題とする人違いのロマンティックな主筋

と，マルボーリオをにせのラブ・レターでからかう愉快な副筋に，歌や踊りも

とり入れてあって，明るい笑いに満ちあふれた楽しい作品である。そして多く

の批評家は，この作品に最高の讃辞をおくってきた。

　（1）　This　is　justly　considered　as　one　of　the　most　delightful　of　Shakes．

　　　peare’s　comedies・It　is　fu11　of　sweetness　and　pleasantry．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M，lilliam　Hazlitt）

　（2）　Twelfth　Night，　the　perfection　of　English　comedy，　and　the　most

　fascinating　drama　in　the　language，　could　not　have　failed　in　success　as

　　　an　acting　play・　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　（Halliωell）

　（3）　This　is　the　happiest　and　one　of　the　loveliest　of　all　Shakespearian

　　　plays．　It　is　the　best　English　comedy．　　　　　　　　（／．　Masefield）

　（4）　Last　and　best［of　the　comedies］came　Twelfth澱ψ．．．
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　　．．．this　most　exquisite　of　all　Shakespeare’s　comedies．（／．　1）over隅」50π）

（5）IF　there　・nyWh・・e　a　m・・e　d・lightfu1・・m・dy　th・n　Tω・lfth・Night？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Leslie　Hotson）

　たしかに「十二夜」は，見る観客にとっても，演じる俳優にとっても，実に

楽しい芝居であって，Toby　Lelyveldによれば，「十二夜」は今世紀に入って

からPソドンで上演されたシェイクスピア劇中，「ハムレット」「ベニスの商人」

に次いで上演回数の最も多い作品になっている。

　この楽しい喜劇「十二夜」の中で，一番興味深いのは，副筋の主要人物マル

ボーリオであろう。「ベニスの商人」の副筋の主要人物であるシャイロックが，

観客に強烈な印象を与えるように，「十二夜」のマルボーリオも，この劇を舞

台で見た人たちには忘れられない特異な人物となっている。

　このマルポ＿リオに，Leslie　Hotsonがその著書The　First　Night　of　Twelfth

Night（1954）の中でいうように，「十二夜」が1601年1月6日にWhitehall

宮殿の大広間で初演された時，当時の観客の反応を計算に入れたtopical　satire

があてこまれていたとすれば，初演当時の観客席は大いにわきかえり，現在の

私たち以上に，マルボーリオの奇異な行動をあざけり笑って，この芝居を一層

楽しんだものと推定される。

　ポトスソがマルボーリオのモデルとしてあげているのは，Sir　William

Knollysという人物である。　Knollys（pronounced　and　often　written，

Knowles）は，その頃，王室の監督官（Comptroller　of　her　Majesty’s　House－

hold）を務めていた人物であり，この監督官という職は，王室の会計監査役

と召使達の監督を主な仕事としており，職権のシソボルとして，また実際にこ

ん棒として使うために，白くて細い杖を持っていたという。ノウリスは頑固で

おせっかいやきの役人で，この杖を振りまわしながら宮廷の召使を監督してい

たので，当時の宮廷人は，この人物が舞台の上であざけられるのを見て痛快に

思ったであろうと，ホストソは推定するわけである。
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　その上，ノウリスは当時宮廷で評判になったスキャンダルと関係のあったこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　とも，舞台であざけられる大きな原因となっている。「十二夜」初演の約五年

前，つまり1595年に，Mary　Fittonという美しい娘が，17才で女官として

宮廷につかえることになり，彼女の父Sir　Edward　Fittonは・ノウリスに娘

メアリィの監督を委託した。その頃のノウリスは48才で・年上の未亡人と結

婚していたのだが，そのうちに父親と娘ほど年令のひらきがあるメアリィを愛

するようになり，妻が死んだらメアリィと結婚しようと考え，熱烈なラブ・レ

ターを書いていたという。ところがメアリィの方はノウリスを適当にあしら

い，2才年下の若い貴族で，のちにEarl　of　PembrokeとなったWilliam

Lord　Herbertを愛するようになり，1600年にはエリザベス女王の厚い信頼を

裏切ってペンブルック伯の子供を生んだ。しかしペンブルック伯がメアリィと

の結婚を拒絶したので，2人の情事のスキャソダルは宮廷内に広まり・「十二

夜」が初演された1601年1月に，メアリィはついに監禁の身になったとい

う。だから一幕三場のトービーのセリフに，

　　Wherefore　are　these　things　hid　？Wherefore　have　these　gifts　a

　curtain　before’em？are　they　like　to　take　dust，　like　Mistress　Mall，s

　picture　？

とあるのは，人眼をさけているメアリィ（Mal又はMallはMaryの愛称で，

今ではMollともつづる）にあてつけたものだと，ポトスソは推定するわけで

ある。

　メアリィとペソブルック伯との情事が，当時の有名な事件であっただけに，

この劇が初演された当時53才になっていた監督官のノウリスが・白くなった

ひげを染めて，（うまく染めきれないので，ひげのつけ根は白，まん中は黄色，

先端は黒という具合に「まだらひげ」になっていたという）メアリィに対する

老らくの恋に熱中する姿は，嘲笑の対象としては絶好の材料になったものと考

えられる。
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　シェイクスピアは，おそらくこうした特異な実在人物のノウリスをモデルに

してマルボーリオを創造したのであろうと推定することは可能であり，

Malvolioという名前も，ふつうはMala－voglia（＝Ill　Will「悪意」又はEvil

Concupiscence「悪欲」）からきたものと解釈されるが，この場合にはホトソン

のいうように‘MaP－vo9】io（＝‘I　want　Mall’，‘I　wlsh　fbr　Mall’，‘I　will　have

Mall’）と解釈すれば，　MallはMaryの愛称であることを考え合わせて，こ

れは「メアリィをものにしたい」というノウリスの老らくの恋をあざ笑った名前

となり，舞台でこの名前が登場人物の口にのぼるたびに，観客は喜こんだもの

と想像されるのである。ちなみに「十二夜」の中で，マルボーリオという名前

は31回もくりかえして登場人物たちの口にのぼっている。シェイクスピア劇

中で一番長い「ハムレット」の中で，主人公ハムレットの名前がくりかえされ

るのは67回と圧倒的に多く，これは例外だとしても，30回以上もくりかえ

されるマルボーリオという名前は観客の耳に残ることはたしかで，しかもその

中の2回は，観客の笑いが最高潮に達する2幕5場のマルボーリオを中心に

した‘‘the　Letter　Sceneラ’と，黄色いストッキソグに十文宇の靴下止めをして，

にやにやしながら彼が登場する3幕4場で，マルボーリオ自身が名乗るのだ

から，このtopical　satireは実に生き生きとしており，シェイクスピアの意図

した喜劇的効果は十分にあがっているように思われる。

　シェイクスピアは「ベニスの商人」を書いたと，き，エリザベス朝の観客一般

のユダヤ人排斥の感情と，高利貸に対する嫌悪感を計算に入れつつ，トピカル

なロペス事件の異常な反響を利用して，悪役のシャイロックを創造したように，

「十二夜」においても，当時宮廷人の間で話題の中心になっていた監督官ノウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
リスに対する観客の感情を計算に入れつつ，マルボーリオという特異な人物を

創造したらしい。そしてマルーボリオのモデルが，ホトソソのいうようにノウ

リスであったとするならば，初演の時にマルボーリオを演じた俳優は，当然ま

だらひげをつけ，白い杖を持ち，ノウリスの特微をまねた動作で舞台に現われ
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たであろう。そして現在の私たちには直接関係のない愉快なtopical　satireの

ために，観客は大いに笑ったものと想像されるわけである。

　しかしシェイクスピアの人物描写と情況設定が非常に巧みで適確であるだけ

に，マルボーリオはある時代の観客だけに受ける，単なるtopical　allusionの

面白さを離れ，彼の奇異な行動はいつの時代の観客の眼にも面白おかしくうつ

り，シェイクスピアの創造した代表的喜劇人物として長い舞台生命を持ち続け

　　　　　　　　　　　tているように思われる。

　そして1622年2月2日に「十二夜」がホワイトホール宮殿で上演された

時に，「マルボーリオ」という題名で記憶されて以来，マルボーリオの役は座頭

級の俳優によって演じられるという伝統ができている。Macklin（1741年），

John　Philip　Kemble（1789年），　samuel　Phelps（1848年），　Henry　Irving

（1884年），Beerbohm　Tree（1901年），　Laurence　Olivier（1955年），　Eric

Porter（1960年）などがこの役に取り組んだところをみると，マルボーリオは

「ベニスの商人」のシャイPックと同様に，名優の上演意欲をそそる役柄であ

るらしい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）

　「十二夜」の中で，マルボーリオが登場するのは，全体が18場あるうちの

7場にすぎないが，シャイロックの場合と同様に，副筋の主要人物であること

に変りはない。登場場面数やセリフ数の上では小フォルスタッフとも呼ばれる

トービーにゆずり，狂言まわしの役はマライアがつとめ，道化役にはフェステ

がひかえているが，マルボーリオは観客の注目する特異な人物として，劇中に

その性格が十分書きこまれて躍動している。

　マルボーリオがはじめて舞台に登場するのe2　，1幕5場である。女伯爵オリ

ビアの執事（steward）で，年令はモデルとなったノウリスの年令のことも考

えに入れて50才前後，衣裳はShakesPearian　Costume（1889）に，次のように出

ている。
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Toby

Viola

Andrew

Maria

Feste

Malvolio

01ivia

Orsino

i 登場場面（セリフ数・行数）

1－3（27。61），1－5（4・9），II－3（29・56），　II－5　（26・39），

III－1（4・5），　III－2（ll・32），　III－4（36・124），　IV－1（5・

10），IV－2（6・12），　V－1（3・7）．

1－2　（ll　。34う，1－4　（7・13），1－5　（21●72），　II－2　（3・28），

II4（12・32），　III－1（32・67），　III－4（18。50），　V－1（17・

47）．

1－3（23・50），II－3（26・49），　II－5（ll・12）・III－1　（4・

6），III－2（7・11），　III－4（9・15），　IV－1（2・6），　V－1（6・

18）．

1－3（16・31），1－5（12。24），II－3（11・34），　II－5（3・17），

III－2（2・15），　III－4（13・27），　IV－2（2・5），　V－1（0）．

1－5（22・59），II－3（14・31），　II4（5。26），　III－1　（13－

38），IV－1（5・17），　IV－2（26・71），　V－1（19・70）．

1－5（10。33），II－2（3－13），　II－3（5。19），　II－5（23・107），

III－4（21・55），　IV－2（22－42），　V－1（3－18）．

1－5（50・121），III－1（13・54），　III－4（20・45），　IV－1

（4・17），IV－3（2・12），　V－1（30・67）．

1－1（4・31），1－4（5・27），II－4（20・70），　V－1（30・92）。

1野

10

8

8

8

7

7

6

4

矧微

151

121

86

59

104

87

ll9

59

375

343

167

153

312

287

316

220

　（本論中の行数指定及びこの表の行数はケソブリッジ・ポケット・シェイクスピァ

　　版による）

　Malvolio－Doublet　of　light　brown　silk，　quilted　or　latticed　with

　　gold　braid．　Pink　silk　sleeves，　puffed　at　the　shoulder，　and　slashed

　　with　brown。　Trunks　slashed　to　match．　Brown　silk　tights，　cross－

　　gartered．　Lace　rufHe　and　cuffs．　Low　shoes．

　この指定では，茶色が基調になっている。喪に服しているオリビアの衣裳が

黒なので，茶色を選んだものと思われるが，黒を基調にする場合もある。杖は

ノウリスをモデルに考えると白くて細いものを使い，首からは金の鎖をかけ，

指輪をはめる。そして登場した瞬間から，いかにもいばりかえっている厳格な

執事の印象を与えるように行動する。トリーは堂々と入場し，アーピングは先

一88一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シェイクスピア劇主要人物役柄研究

の曲った鼻をつけ，なにか考えごとでもあるかのように両眼を半ば閉じて，自

分以外のすべての人たちを嫌悪し軽べつしているような様子で登場したとい

う。Geoffrey　Kendalのマルボーリオ（1964年7月22日，於国際芸術家セソター）

は，歩きつきはもとより，杖の使い方でもって，いばりかえっている感じをよ

く出していた。カーテンを開くのにも，手を使わないで杖で開けたりしていた

のは，マルボーリオの横柄な態度にぴったりした演技工夫であったと思う。

　マルボーリオの舞台上の第一声（L5．11．73－75及びll．81－87）はフェステを馬

鹿にして非難するセリフだが，これは他人の欠点ばかりが目について，人に寛

大な態度がとれない，いかにも独善的な，うぬぼれの強い人物のセリフであ

る。これに対してオリビアはすぐに，

　Olivia．　0，　you　are　sick　of　self－love，　Malvolio，　and　taste　with　a

　　distempered　appetite．　To　be　generous，　guiltless，　and　of　free　dis－

　　position，　is　to　take　those　things　for　bird－bolts　that　you　deem　cannon－

　　bullets．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．5．11．88－92）

といって，マルボーリオの欠点を指摘し，注意を与えているが，実はこの‘‘self－

10ve”こそは，　vルボーリオの性格の中心となる言葉であり，この喜劇の中で

あざけりの対象になっているのも，この“self－love”なのである。

　次にマルボーリオが登場するのは2幕2場であり，オリビアから指輪をあず

かって，それをバイオラに渡すために，男装のバイオラのあとを追ってくる。

オリビアは1幕5場の終りで，バイオラに指輪を投げつけられたとはいわなか

ったし，投げつけて返せともマルボーリオに命じていないから，指輪を地面に投

げて置去りにしてくるのは，マルボーリオの横柄でひとりよがりな態度がよく

出ているセリフと思う。彼は指輪をさし出して‘‘Receive　it　so・”（IL　1．　1．11）

というが，相手が受取ろうとしないので，‘‘…it　should　be　so　returned・”（II．

1．L14）のセリフのあとで「バイオラの足もとさ投げる」（The　New　Shakespeare

のト書）のである。この動作にstage　businessのtraditionがある。マルボー
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リオは細い杖の先から指輪を通して，それを地面へ落とすという所作である。

これは実に無作法でつむじ曲りな所作で，いかにもマルボーリオらしく，その

上，指輪を舞台の上へ投げつけてはどこへころがっていくか見当がつかないと

いう不便さがあるので，この工夫はよく利用されている。The　Tokyo　Amateur

Dramatic　Clubの公演（1957年4月，於一ツ橋講堂）におけるBrian　Mooreの

マルボーリオ及びGeoffrey　Kendalのマルボーリオは，いずれもこのstage

businessを使っていた。　Kendalの説明によると，この所作はSir　Herbert

Beerbohm　Treeのマルボーリオ（1901年2月）あたりから始まった工夫ではな

いかということだ。Arthur　Colby　Spragueの労作Slzakespeare　and　the　Actors

の中でも，このstage　businessはTreeがはじめて使ったらしいとは述べて

いるが，断定はしていない。

　2幕3場は，サー・トービーやサー・アンドルーが夜中に酒に酔って大騒ぎ

をしているところへ，マルボーリオがとびこんで来て酔どれ連中をしかりつけ

る場面である。マルボーリオのモデルとなった監督官のノウリスボ，深夜まで

騒いでいる宮廷の召使たちを取締るために寝巻姿のままで姿を現わしたという

伝説によって，この場面のマルボーリオは白い寝巻姿で，手に燭台を持って登

場するようになった。・Clement　Scottは，　Henry　Irvingのマルボーリオ（1884

年7月）が，dressing　gownのままの姿でnight－capをかぶ’って登場したとき・

観客は大いに笑ったと記録している。またマルボーリオが毛脛まる出しで飛び

込んでくるという演出もある。John　MooreのPromptbookには，マルボー

リオが「脅迫するように頭と手をふりながら退場する」とある。

　2幕5場は，ふつう‘cthe　Letter　Scene”と呼ばれる。マライアがオリビア

の筆蹟とそっくりのラブ・レターを書いて庭に落しておくと，それにマルボー

リオがひっかかって夢中になるという，この喜劇の中でも最も面白い場面であ

る。しかしこの場の面白さを十分に発揮させるには，演出上にさまざまな問題

点があって，最もむつかしい場面ともなっている。それは主として，この場面
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のほとんどがマルボーリオの独白（soliloquy）と，トービー，アンドルー，フ

ェビアンといった立聞ぎ者たち（eavesdroPPers）の傍白（aside）からなってい

るという，シェイクスピア劇中でも最も特殊なシーンであるためだ。

　シェイクスピア劇の「立聞きの場面」（overhearing　scene）では，その場面

の中心人物は観客に最も近い位置で演技すべきだというのが，John　Gielgud

の提唱する「立聞きの場面」演出上の原則的な理論である。「ハムレット」の

3幕1場では，ハムレットとオフィリアは舞台前方の観客に近い位置で演技し，

立聞き者であるクローディアスとポローニアスは，うしろにかくれる。その他

「オセロー」においても，「むだ騒ぎ」においても，シェイクスピア劇のたL9

ていの「立聞きの場面」に，この理論は適用できる。したがって「十二夜」の

工etter　Sceneをこの理論で演出すると，舞台の中央に低い茂みを置き，その背

後に立聞き者たちがかくれていて，asideを話すときだけ顔を出すという演出

になり・これが伝統的なこの場面の演出法になってきた。MooreのPrompt・

bookにも・マルボーリオが近づいたとき，アンドルーは手紙を拾いに行こう

として，トービーに中央の茂みへ引っぱりこまれるとあるから，舞台中央に茂

みを飾って，そのうしろに立聞き者たちがかくれているわけである。

　ところが，ギールグッドによると，この場面だけは原則を破って，マルボー

リオを観客から離れたところに配置し，立聞き者たちを前にもってきて彼らの

asideを生かし，平土間の観客にかけた方が効果的で，真の面白さが出るとい

う。たしかにマルボーリオをやじる人のasideは，どれもが性格と情況にぴっ

たり合っていて，近くの観客にかけてこそその面白さが生きてくるので，上演

の効果をあげるには是非前でやらせたいところだろう。

　しかしマルボーリオが手紙を拾って，それを読みながら長い独白を続ける個

所（11・143－182）を，全部舞台のうしろで演出しては，せっかくの39行にわ

たる散文の長ゼリフが生きてこない。しかもこの間には，一言も立聞き者の

asideが入らないという，まったくのマルボーリオの一人舞台なのである。そ
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こで，これはやはり原則通りに，この場面の主役であるマルボーリオを舞台の

前へ是非出して演技をさせたいところであろう。こうしてasideを生かすか・

soliloquyを生かすか，ということがこの場面の演出の主眼点になってくるの

である。そこで，この二つを両方とも生かす演出は考えられないだろうか。ギ

ールグッドが見たというJean　Anouilhの散文訳によるパリ公演の「十二夜」

は，この場面の処理が見事におこなわれている‘‘an　admirable　production”

で，彼はその演出法に接したとき，わが意を得たようにうれしかったという。

その演出によると，立聞き者たちは最初のうちはいくつかの植木鉢に植えてあ

る花の咲いた小さな灌木の背後にかくれて舞台の前方にいるが，マルボーリオ

の動きに合わせて灌木を動かしながら舞台をぐるぐるまわるのである。こうし

てマルボーリオはsoliloquyの大部分を舞台前で話し，それから他の位置へ移

動していく。一方立聞き者たちは，彼と入れ替えに前方へ出て来て，彼らの

asideを観客に話しかけるという工夫である。この演出ではマルボーリオが時

どき肩ごしに灌木を見て，いつもと違った位置に移動しているのを不思議そう

にするといった所作を入れたという。ギールグッドはこの演出法を“amost

amusing　device”だとほめているが，この演出法をとると，マルボーリオの39

行にわたる長ゼリフも，たっぷり舞台前で聞かせることができ，その間，立聞き

者たちはうしろの灌木から顔を出したり，飛び出して来たりして，性格に合っ

たパソトマイムでそれぞれの反応を出すことができ，しかもこの無言の喜劇的

な動作が，マルボーリオの長ゼリフを殺すのではなく，かえって生かすことに

もなると思うのである。

　この演出法で大切なのは，立聞き者がマルボーリオの動きに合わせて舞台を

まわるという点である。前にも述べた通り，この場面はそのほとんど大部分が

soliloquyとasideからなりたっているという，シェイクスピア劇中でも非常

にまれな場面であり，この両方を生かす演出法が舞台をまわることにあるとす

るならぽ，この戯曲の構成とスタイルがそうした演出法を要求しているのでは
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ないだろうか。そしてこの劇を書いたシェイクスピアも，あくまで座付作者で

自分自身が演出にもタッチしたとするならば，asideとsoliloquyを十分に生

かす舞台を頭において，この場面のセリフを書いていたと考えられる。

　そこで再考してみなければならないのは，ホトソンがThe　First　Night　of

Twelfth　Nightの中で主張している「十二夜」は円形劇場形式（an　arena－stage，

atheatre－in－the－round）で初演されたという説である。ホトソンはこの本の

中で，「十二夜」がホワイトホール宮殿の大広間で，エリザベス女王を前にして

上演されている立体想像図と，ホワイトホール宮殿の平面図までかかげて，くわ

しく円形劇場形式の演出を説明し，想像で当時の上演の様子を再現してみせる。

そしてシェイクスピアの属する劇団のパトロンであったLord　Chamberlain

Hunsdonが，十二夜にホワイトホールで行われた喜劇を記録した忘備録に，

　In　the　Hall，　which　was　richly　hanged　and　degrees［＝tiers　of　seats，

　　grandstands］placed　rownd　about　it，　was　the　play　a食er　supper．

とある文章を手がかりし，グローブ座に代表されるこれまでのエリザベス朝劇

場の張出し舞台（the　prqlecting　stage）の既成のイメージを取り去って上の文

章を読むと，‘rownd　about’はあいまいな表現だが，舞台の三面をかこんでと

いう意味ではなく，文宇通りの‘round　about’，つまり「舞台の四方をかんで」

（completely　round，　on　every　side）という意味だと解釈し，「十二夜」の初演

が，観客が舞台の四方をとり囲む円形劇場形式で演出されたのみならず，他

の多くのシェイクスピア劇も，木造の0型劇場（‘Within　this　wooden　O’

Henr2　V，　prologue　L　l　3）で上演されたと推定することも可能であるとする革

新的な意見を提出したのである。そして舞台の位置に関しても，ホトソンは当

時のホワイトホール宮殿の資料の中に，‘＿framing＆setting　up　a　broad

stage　in　the　middle　of　the　haull・，という文章を見つけた出して，自説を

証拠立て，さらに1960年にはShakesPeare’s　pmooden　Oという研究書を出版し

て，このユニークなアイデアを発展させた。
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　シェイクスピア劇が円形劇場で上演されると，観客は劇場の真中で躍動する

演技老の演技をすぐそばで見ることになり，観客の視点は一点に集中し，俳優

と観客の交流がどの上演形式よりも密になるといえよう。こうした上演形式が

あってこそ，asideやsoliloquyが本当に生きた効果をもつといえるのではな

かろうか。もしホトソソの提唱するような革新的な円形劇場形式の演出で「十

二夜」が初演されたとすれば，そしてシェイクスピアも円形劇場形式の上演を

頭においてこの芝居を書いたとすれば，円形劇場形式に近い演出法を採用する

ことによって，‘the　Letter　Scene’のasideやsoliloquyを作者が意図した通

りの面白さで生かすことが可能になるわけである。ただ舞台の中央に茂みを配

置するだけで，すべては円形舞台が解決してくれる。マルボーリオは舞台を

soliloquyをしゃべりながら動きまわればよい。立聞き者たちもマルボーリオ

の動きに合わせて茂みのまわりをかくれてまわりながら，asideを四方の観客

にかければよいである。ギールグッドが見たというパリ上演の「十二夜」の

‘the　Letter　Scene’の演出は，実はこの円形劇場形式の演出を，うまく額縁舞i台

で応用した演出だともいえるが，これがsoliloquyとasideの面白さを真に生

かした一番成功した‘the　Letter　Scene’の演出だとすると，この場面を書いた

シェイクスピアの頭の中には，ホワイトホール宮殿における円形舞台の演出が

あったのかもしれない。そうだとすると，ホソンの新説は，‘the　Letter　Scene’

に関するかぎりは，実に好都合な学説となるわけである。

　3幕4場は，マルボーリオがにせのラブ・レターの注文通り，黄色い長靴下

に十文宇の靴下止めをして，にやにや笑いながなオリビアの前へ現われる実に

滑稽な場面である。黄色はオリビアの大嫌いな色だが，エリザベス女王にとっ

ても大嫌な色だったといわれている。それは黄色が臆病者の色とされていたか

らであり，当時イギリスの大敵であったスペインの国旗も，黄色だったからで

ある。またギリシヤ神話のNarcissusが自己陶酔のために黄水仙にかえられた

ことにちなんで，黄色はうぬぼれの強いマルボーリオの色であるともいえる。そ
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の上，十文宇の靴下止めは，1600年頃にぱすでに流行遅れになっていて，当

時は主として老人，ピューリタソ，馬丁，田舎の花婿によって使用されていた

というし，長靴下も同様に時代遅れだった。したがってマルボーリオの扮装は

現代の私たち以上に，当時の人には滑稽な姿に見えたものと想像されるのであ

る。

　マルボーリオは，この場面に登場するとすぐに，

　　Icould　be　sad：this　does　make　some　obstruction　in　the　blood，

　　this　cross－gartering・　（III．4．　II．20－21）

といっているから，十文宇の靴下止めのおかげで血液の循環が悪くなり，しび

れをきらしたように妙な足どりで出てくることになる。俳優座が「十二夜」を

上演したとき（昭和34年9月），浜田寅彦のマルボーリオは，召使に呼ばれて

オリビアが退場したあと舞台に一人になると，長いsoliloquy（11．68－87）の間

に腰をおろして，十文宇の靴下止めをほどき，血液の循環をよくするという所

作を入れた。そのあとでマラィアがトービーとフェビアソをつれてもどってく

るので，マルボーリオはいそいで靴下止めを足に巻きつけるが，あわてている

ので両足を靴下止めでしばって動きがとれなくなり，以下の場面でトービーや

フェビアンにさんざんおもちゃにされるという段取りであった。このstage

busineSSは，今までに調べたかぎりの研究書には紹介されていないので，浜田

氏自身の工夫か，演出の小沢栄太郎氏がイギリスで見てきた「十二夜」からヒ

ントをえたのか，いずれともはっきりしないが，面白い工夫であると思った。

　4幕2場は，‘‘the　Dark　Room　Scene”とも呼ばれ，狂人扱いにされたマル

ボーリオが室内に閉じ込められ，フェステに翻弄される場面である。マルボー

リオはふつう舞台奥の内舞台（an　inner　stage）のカーテンの背後に入れられる

演出がとられるが，地下室（trapを使用）に入れる演出も可能である。ホトソ

ンは「十二夜」がホワイトホール宮殿の大広間の中央に作られた舞台で初演さ

れたと推定するわけだが，そこには内舞台も奈落もない。ホトソンの説による
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と，エリザベス女王の席はホールの南側にあり，女王の右側，つまり東側にオ

リビア邸，左側，すなわち西側にオーシーノ公爵邸が向い合って小さく飾られ，

その中央に低い茂みの置き道具を出すだけで，劇全体は常に家の外で演じられ，

屋内シーン（interior　scenes）を必要としないという。したがってマルボーリオ

は，舞台に飾られた小さなオリビア邸の中へ，まるで小道具（stage　property）

をしまいこむように，閉じこめられたのだと想像し，

　They　have　here　propertied　me；keep　Ine　in　darkness・（IV・2・ll・92－93）

というマルボーリオのセリフを引用して説明している。

　いつれにしても，この場面におけるマルボーリオは声だけの出演だから，む

しろこれは声色を使ったり，歌をうたったりするフェステの見せ場であるとい

えよう。なおGeorge　BecksのPromptbookには，マルボーリオは両手を鎖

でしばられ，うめき声をあげ，ムギワラのついた彼の頭が窓からのぞく演出が

記録されている。またアービソグは地下牢のムギワラの上に，疲れ果てて気落

ちした状態で，長々と寝そべっているマルボーリオを見せた。

　5幕では，マルボーリオは全く忘れられた存在になっている。人違いによる

恋のもつれが全てめでたく解決するまでは，暗い牢に入れられて，放置された

ままである。オリビアの命令で牢から連れ出されたマルボーリオは，Dyceや

Becksが記録しているように，頭髪にムギワラ（straws）をつけて出るのが伝

統になっている。1848年1月にSamuel　Phelpsカ：Sadler’s　Wellsで演じた

マルボーリオは評判がよかったが，彼はこのラスト・シーンまでは，一貫して

他人なんか眼中にないといった風に，両眼を半ば閉じたままで演じたが，トリ

ックにかかったことを知るやいなや，両眼をかっと見開いたという。Treeの

マルボーリオは首にかけている執事の鎖を引きちぎる所作を入れ，Sothernは

にせのラブ・レ久rをこまかく引きさいて，退場するときに舞台に投げ捨てた。

　マルボーリオの最後のセリフは，

　1，ll　be　revenged　on　the　whole　pack　of　you．
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である。シェイクスピア劇の登場人物たちは，劇中におけるさまざまな体験を

通して何かを学び，ラスト・シーンでは，それぞれに自己発展をとげ，進歩の

あとがみられる。ところがマルボーリオの場合には，彼の強い我慾，独断，う

ぬぼれが風刺と嘲笑の対象になり，にせのラブ・レターでからかわれ，狂人扱

いにされて暗い牢に閉じ込められたが，この最後のセリフには依然として自己

反省の態度がみられず，憎しみにもえ，頑固に全員への復讐を誓って飛び出し

ていく。John　Mase丘eldは，今では古典的になっている名著　shakespeareの

中のTwelfth　Nightに関する項で，

　　The　only　cure　f（）r　the　sickly　in　the　mind　is　reality．　Something　real

　has　to　be　felt　or　experienced．

と述べている。マルボーリオは舞台上でさんざんひどい目に会ったし，マルポ

ーリオの身の上に焦点を合わせれば，これはマルボーリオの悲劇どもいえよう

が，当人はにがい経験を通して少しもさとりをひらいていないのである。自分

でさとらないかぎり，我慾，独善，うぬぼれといったような人間の欠点は，他

人にはどうしようもないということを，シェイクスピアはマルボーリオのこの

最後の描き方を通して私たちに語りかけているかのようである。

　マルボーリオは他人と協調でぎない独善的な人物として描かれているので，

シェイクスピア喜劇中，もっとも幸福感に満ちた愉快な喜劇「十二夜」の大団

円の仲間入りができなかったのである。

　　We　all　know　that　type　of　man　and　have　a　sort　of　pitying　respect　for

　him　because　he　will　never　learn．　But　we　should　not　allow　his　figure

　to　dominate　this　play　any　more　than　we　should　allow　his　kind　to

　dominate　our　daily　life．

　このQuiller－couchの言葉が，劇中のマルボーリオの位置を非常によく伝え

ているように思われる。
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主要参考書目
＊Brown，　John　Russell：Shakespeare　and　His　Cemedies，　Methuen，1964・

　　　シェイクスピア喜劇におけるLoveのテーマを一貫して追求した研究書で，「十

　　二夜」に関しても章をもうけている（pp．160－182），　Problem　PlaysやLast
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＊Chambers，　H．A．：A　Shakespeare　Song　Book，　Blandfbrd　Press，　London，1957．
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　　phraseに主眼をおいている。　Introduction中のpp．　xvii－xviiiを参考にした。

＊Dent，J．C．：7初θ卯乃ハ塚g娯The　New　Clarendon　Shakespeare），Oxf（）rd　University

　　Press，、1938．

　　　Introductionの‘‘The　Play　on　the　Shakaspear五an　Stage”の項と，　Notes及
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＊Gielgud，　John：Stage　1）irection∫，　A　Random　House　Book，1963．

　　　　シェイクスピア劇俳優の第一人者sir　John　Gielgudがshakespeare劇の演

　　出，演技について主として語っている興味深い本。シェイクスピア劇ばかりでな

　　　く，SheridanのTh．e、Schoolfor　Scandal，　Wildeの77he　JmPortance　of　Being　Earnest

　　をはじめ，Chekhovの劇など，彼が今までに上演に参加した作に関する項もある。

　　本論では，とくにPP　43－44を参考にした。

＊Harrison，　G．　B．：　Twelfth　Night，　The　Penguin　Books，1937．　　　　　　　　．

　　　textは1623年のthe　First　Folio版に忠実に従って，　spellingをmodernize

　　　した定評のあるedition．　Harrisonは第1フォリオ版のテクストについて，‘The
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　　text　is　well　printed，　with　few　misprints　or　unintelligible　readings。’といっ

　　ている。

＊Hazlitt，　William：（）haracters．　Of“　ShakesPeare，s　Plays，　The　World，s　Classics，1916

　　　（Original　ed正tion，1817）・

　　　本論ではPP．211～218を参考にした。

＊Hotson，　Leslie：　The　First　Night　of　Tωeljth　Night，　Rupert　Hart－Davis，　London，

　　　1954．

　　　　Twelfth　Nightの代表的な研究書。この劇がイタリアのDon　Virginio　Orsino，

　　Duke　of　Braccianoをもてなすために，　Elizabeth女王の要請で書かれ，1601年

　　　1月6日のTwe］fth　NightにWhitehall宮殿の大広間で，　arena－fashionで初

　　演されたこと，Malvolioのモデルが女王のcontrollerであったKnollysであり，

　　　このtopical　satireが大いにうけたことなどを．豊富なdocumentsを駆使して

　　例証している，まるで探偵小説の謎ときのような力作。この論ではとくに第III章

　　　のShakespeare’s　Arena　Stageと，第IV章のMalvolioを参考にした。

＊Hotson，　Leslie：Shakespeare，s　Wooden　O，　Rupert　Hart－Davis，　London，1959，

　　　　前著The　First　IVi．ght　of　7加6獅Nightで提示したシェイクスピア劇の円形

　　　劇場形式上演説を，さらにくわしく多くの資料を駆使して説いた研究書。J．　B．

　　　Priestleyもいうように，シェイクスピア劇ばかりでなくドラマの上演に関心のあ

　　　る人は，この説をとるとらないは別としても，一度は読んでみるべき書である。

＊Kines，　Tom：Sengs　from　ShakesPeare，s　1）勿5　and　PoPular　Songs　of　ShakeoPeare，s

　　　Time，　Oak　Publications，　New　York，1964．

　・　OMistress　Mine；Peg　O’Ramsey；Three　Merry　Men；Hey　Robin，　Jolly

　　　Robin；There　dwelt　a　Man　in　Babylon；Farewell　dear　love；When　that　I

　　　was　a　little　Tiny　boyの楽譜が出ていて，上演の時に利用できる。

＊Lamb，　Charles：On　Some〔of　the　old　Actors，1882．

　　　　原本は手もとになく，DentのテクストのAppendixにのっているものを利用し

　　　た。LambはMalvolioに関しては次のように述べている。‘Malvolio　is　not

　　　essentially　ludicrous．　He　becomes　comic　but　by　accident．　He　is　cold，　austere，

　　　repelling；but　dignified，　consistent，　and，　for　what　appears，　rather　of　an　over－

　　　stretched　morality．，

＊Luce，　Morton：Twelfth　Mght（The　Arden　Shakespeare），　Methuen，　LQndon，

　　　1906。

　　　　テクストが・脚注形式になっていて便利である。編老はIntrocudtionの中で，

　　　‘This　is　the　Comedy　of　Comedies，　at　least　so　far　as　Shakespeare　is　concerned．，

　　　と述べている。
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シェイクスピア劇主要人物役柄研究

＊Masefield，　John：william　shakespeare，1911．

　　　sir　John　Gielgudなどの上演関係者も推賞する今では古典的になった，すぐれ

　　たシェイクスピア入門書。いたる所に鋭い洞察とひらめきのある作品批評がみら

　　れ，作品や性格の解釈の鍵となる。Malvolioに関しては次のように述べている。

　　　‘Malvolio　is　in　an　unreal　mood　of　self－importance．　Long　posing　at　the

　　head　of　ceremony　has　given　him　the　faith　that　ceremony，　of　which　he　is

　　the　head，　is　the　whole　of　life．　This　faith　deludes　him　into　a　life　of　day．

　　dream．

＊Meeres，　N．　V．：Twelfth　Night（The　Scholar，s　Library），　Macmillan，　London，

　　1952　（First　Edition　1935）．

　　　学生向きで，語句の注釈を主としたedition．巻末にQuestionsとEssay　Subjects

　　がっいている。Introduction中のThe　Principal　Charactersの項を参考にした。

　　‘It　is　because　he　is‘‘sick　of　self－love’，　that　we　are　glad　to　see　him　gulled；

　　and　after　he　has　been　abashed　and　humiliated　by　his　imprisonment，　we

　　feel　rather　sorry　for　him．’このMeeresの意見はMalvolioをcentral　figureと

　　みて，彼の身の上にsympathyを感じる立場である。

＊Quiller－couch，　Arthur　and　wilson，　John　Dover：Twelfth　Night（The　New

　　Shakespeare），　Cambridge　University　Press，1930．

　　　本文には比較的くわしいト書がつけてある。Introductionと巻末のNotes，及び

　　Harold　Childにょる簡潔なStage　Historyが参考にな。

＊Rolfe，　Willialn　J．：Twelfth　Night，　American　Book　Company，1879．

　　　Shakespeareの立像画をはじめ，各所に挿入されたこの劇の背景知識となるペン

　　画のさし絵が特色である。注釈にはSchmidtの引用が目立つ。

＊Rqyal　ShakeSpeare　ComPan］1960－63，　Max　Reinhardt，　London，1964．

　　　1960年にAldwych　Theatreで上演されたDorothy　TutinのViola，　Eric

　　PorterのMalvolioにょる6葉の舞台写真が出ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＊Shakespeare　at　theα4　Vic，　Adam　and　Charles　Black，　London，1954．

　　　The　Old　Vic　Five－year　First　Folio　PlanのうちのSeason　1953－54に上演さ

　　れたTwelfth　Nightの記録と舞i台写真が豊富に出ている。ViolaをClaire　Bloom，

　　MalvolioをMichael　Hordernが演じた。

＊Shakespeare　at　the　Old四6，　Hamish　Hamilton，　London，1958，

　　　上記の第1フォーリオ版5か年上演計画の最後の年である1957－8年のシーズ

　　ンには，HamletとTwelfth躍g痂が再演された。この時にはViolaをBarbara

　　Jeffordが演じ，　MalvolioにはRichard　wordsworthが扮した。

＊Shakespeare　Memorial　Theatre　I　954－56，　Max　Reinhardt，1956．
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シェイクスピア劇主要人物役柄研究

　　　1955年のシーズンに，John　Gielgudの演出，　vivien　Leighのviola，　Laurence

　　OlivierのMalvolioという実に豪華な顔ぶれで上演されたTwelfth　Ni．ghtの舞台

　　写真7枚と，Ivor　Brownのacritical　analysisが収録されている。

＊Shakespeare雌ηo鰯Theatre　1957－1959，　Max　Reinhardt，　London，1959．

　　　1958年にDorothy　TutinのViola，　Mark　DignanのMalvolioで上演された

　　時の舞台写真8枚と，Ivor　BrownによるIntroductionが収録してある。

＊Sprague，　Arthur　Colby：　Shakespeare　and　the　Actors＿The　Stage　Bisune∬in研5

　　P勿5（1660－1905），Russell＆Russel1，　New　York，1963（First　Edition　1944）．

　　　シェイクスピア劇の上演法に関する資料をたんねんに集めて，作品別に分類して

　　あるので，演出家，俳優にとって非常に便利な本である。1660年以後の演出上の

　　traditionを知ることができる一冊本の貴重なコレクシ。ンだが，アメリカの図書

　　館にある資料が主で，本国イギリスの資料が十分に利用されていないのが惜しま

　　れる。さし絵，写真も豊富で，上演に関心をもつ人の必備の書といえよう。

＊Trewin，　J．C．：　Shakespeare　on　the　English　Stage　1900－1964，　Barrie　and　Rockliff，

　　London，1964．

　　　表題の示す通り今世紀にWest　End，　The　Old　Vic，　Strat拓rd－upon－Avonなど

　　で上演されたシェイクスピア劇を概観した労作で，上演記録として貴重な資料とな

　　っている。Appendixの上演年表と各所に押入された豊富な舞台写真が参考にな

　　る。SpragueのShakesPeare　and　the　Actorsとともに，上演に関心をもつ人の必

　　備の書であろう。

＊Verity，　A．　W．：Twelfth　Night（Pitt　Press　Shakespeare），　Cambridge　University

　　Press，1952（First　Edition　1894）．

　　　入門者向きで，注釈と解説がていねいである。Introduction中のIV．　The

　　Characters　of　the　Playの項を参考にした。

　　　“Self－love”implies　extreme　self－conceit　and　vanity．　With　Malvolio“self－

　　love”is　what　Pope　calls‘‘the　ruling　passion．”とVerityは説明している。

＊Webster，　Margaret：翫αん6ψθαγθ職乃ozご‘Tears，　a　Premier．　Book（Fawcett　World

　　Library），　New　York，1957．

　　　p．154でMalvolioにふれている個所を参照した。

＊Williamson，　Audrey：Old　Vic　Drama　2（1947－57），　Salisbury　Square，　London，

　　1957．

　　　1937年のOld　Vic，1948年のNew　Theatre，1954年の01d　Vic，1931年の

　　Sadler’s　Wells，1955年のStratford－on－Avonの各上演にふれている。

＊Wilson，　John　Dover：Twelf診h　Night（The　Cambridge　Pocket　Shakespeare），

　　Cambridge　University　Press，1958．
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シェイクスピア劇主要人物役柄研究

　　　The　New　Shakespeare版のtextにglossaryをつけたハンディなedition．

’　本論の引用，行数などはすべてこのテクストによった。

＊wilson，　John　Dover：shakespeare’s　HapP7　comedies，　Faber　and　Faber，　London，

　　1962．

　　　シェイクスピア批評史では本格的な喜劇論があまりみられず，G．　Meredithの

　　Essay　on　Comed）（1903）やH．　BergsonのLaughterでもシェイクスピア喜劇が無

●
視されているのをいかんとして，長年の待望に答えて著者の喜劇論をまとめたも

の。Ben　JonsonやMoliereなどneo－classicistsのcomedyがinteuectに訴え

る‘comedy　of量deas’であるのに対して，　Shakespeareの喜劇を‘Comedy　of　the

emotions’とみる。そしてErrorsからTwelfth　Nightまでのhappy　comediesで

は，loveとfriendshipが1eading　themeになっているとみている。
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